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６
月
定
例
会
の
結
果
概
要

　

６
月
定
例
会
は
、６
月
14
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
17
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、15
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、県
政

の
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、常
任

委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
の
審

査
や
所
管
事
項
の
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、知
事
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、「
令
和
３
年
度
宮
崎

県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）」や
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
経
費
と
し
て
、追
加
で
提
出
さ
れ
た「
令
和

３
年
度
宮
崎
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
8
号
）」な
ど
21
件
の

議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
又
は
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
員
発
議
の
議
案
に
つ
い
て
は
、「『
子
ど
も
庁（
仮
称
）』

創
設
及
び
子
ど
も
政
策
の
更
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」な

ど
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

県議会ではクールビズに取り組んでいます。県議会ではクールビズに取り組んでいます。

令和３年度宮崎県一般会計補正予算（第６号） 
令和３年度宮崎県一般会計補正予算（第７号） 
令和３年度宮崎県一般会計補正予算（第８号）

宮崎県犯罪被害者等支援条例

「子ども庁（仮称）」創設及び子ども政策の更なる
充実を求める意見書
地方財政の充実・強化を求める意見書
宮崎県議会会議規則の一部を改正する規則

・
・
・

・

　あわせて約121億円の増額補正が行われ、その
結果、一般会計の予算規模は、6,500億225万８千
円となりました。

・

・
・

可決された主な知事提出議案

可決された議員発議案

坂
さかぐち

口 博
ひろみ

美 満
みつゆき

行 潤
じゅんいち

一
議  員 議  員

宮崎県議会自由民主党
児湯郡選出

県民連合宮崎 
都城市選出

経済復興のための財政出動について ドクターヘリについて

　今の日本には財政健全化至上主義を見直し、
大規模な財政出動が必要だと思うが知事の考
えと国への働きかけについて伺いたい。
　知事　財政健全化は長期的に重要であるが、
コロナ禍では大規模な財政出動により感染症
の抑え込みと経済回復に全力を挙げる必要が
ある。さらに、経済対策として国土強靱化等を
推進するため、全国知事会の委員長として地方
の声を国に届け実現を図っていく。

　隣県との連携協定の現状と県立延岡病院へ
の県内２機目の導入について伺いたい。
　福祉保健部長　他県との相互応援や共同
運用などの連携は有効だが、要請ルールや経
費負担等の課題があり、関係者とも議論したい。
　知事　新たな導入は基地病院での救急専
門医や看護師の確保、財政上の課題もあり慎
重な検討が必要。救急専門医養成など、引き続
き県北地域の救急医療体制の充実に取り組む。

答

答

答

問 問

一 般 質 問
各議員の主な質問と答弁の要旨を紹介します。
一般質問の模様は、県議会のホームページの議会中継
（録画）でご覧いただけます。



県議会の動き 県議会の動き 2

重
しげまつ

松幸
こうじろう

次郎

西
にしむら

村 賢
さとし

横
よこた

田 照
てるお

夫

内
うちだ

田 理
りさ

佐

日
ひだか

髙 陽
よういち

一

山
やました

下 博
ひろみ

三

井
いのうえ

上紀
きよこ

代子

岩
いわきり

切 達
たつや

哉

佐
さとう

藤 雅
まさひろ

洋

安
やすだ

田 厚
こうせい

生

議  員

議  員

議  員

議  員

議  員
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議  員

議  員

議  員

議  員

公明党宮崎県議団
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
日向市選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
延岡市選出

宮崎県議会自由民主党
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
都城市選出

県民の声
宮崎市選出

県民連合宮崎 
宮崎市選出

宮崎県議会自由民主党
西臼杵郡選出

宮崎県議会自由民主党
東臼杵郡選出

教員による児童生徒への性暴力防止について

子どもの性犯罪被害の状況と対策について

路線バスの運行形態の見直しについて

ウエディングの推進について

県境往来者ＰＣＲ検査支援事業について

スマート農業推進のための基盤整備について

今後のケアラー支援に関する施策について

児童相談所の体制強化について

口蹄疫から11年を迎える中での肉用牛振興について

特定不妊治療に対する助成制度拡充後の状況について

　児童生徒性暴力等の防止等に係る新法が
成立したが、施行に向けた今後の対応は。
　教育長　新たな法律では、わいせつ行為等
で懲戒免職となった教員の免許状の再交付の
可否を、県が設置する審査会で判断できること
などが明記されている。今後、国から示される
具体的な運用の基本指針を踏まえて、児童生
徒への性暴力等の防止と早期発見・対処につ
いて、着実に準備を進めてまいりたい。

　ＳＮＳに起因する18歳未満の児童に関する
性犯罪被害の検挙件数の推移及び被害防止
策について伺いたい。
　警察本部長　平成28年から令和２年まで
の検挙件数は12件、15件、21件、21件、13
件。被害防止対策として学校と連携した児童や
保護者に対する情報モラル教室の実施、ツイッ
ター上の投稿に対する注意喚起等の取組を
行っており、今後とも積極的に取り組んでいく。

　オンデマンド交通システムの導入など、運行
形態の見直しに対する県の考えは。
　総合政策部長　過疎地域では持続可能な
交通ネットワークの構築が重要。路線ごとの実
態や地域の実情も考慮しながら運行区間の見
直しやバス小型化による効率化等の柔軟な見
直しが必要であり今議会で調査事業を提案し
た。オンデマンド化も利便性向上と運行効率化
につながる可能性があるため検討したい。

　ウエディングの実施は、少子化対策や、コロナ
禍で疲弊したブライダル関連産業の振興にもつ
ながる。結婚支援への県の取組を伺う。
　福祉保健部長　県では、みやざき結婚サ
ポートセンターにおいて、結婚を希望する若者
の１対１のマッチング支援等に取り組んでいる。
今年度は、ＡＩを活用したマッチングシステムの
導入や、結婚サポートセンターの会員数増に向
けた広報活動の強化に取り組む。

　事業のスケジュールと申込手続等は。
　総合政策部長　７月上旬の運用開始に向け
調整中。ネットや電話で申込、検査キットを受
領、検体採取し検査機関に返送、結果通知の
流れ。県外者には来県１週間程前の申込を周
知、事前申込で空港ＰＣＲ検査センターでの搭
乗前検査ができる体制も整える。県民が県外に
出る場合は、帰県から一定期間経過後に検体
を採取し検査機関に返送してもらう。

　第八次農業・農村振興長期計画における水
田の基盤整備の考え方と目標を伺いたい。
　農政水産部長　持続的かつ安定的な農業
経営の実現には農作業の省力化、効率化を図
る必要がある。計画では、畦畔除去等の基盤整
備についても積極的に推進し、ほ場の区画拡大
を加速化させることとしている。計画の目標年
の令和７年度までに前計画実績の2.8倍となる
725haの水田整備を目標に取り組む。

　ケアラー支援に関する施策を今後、どのよう
に推進していくのか伺いたい。
　福祉保健部長　介護者の悩みや気持ちに
しっかりと寄り添いながら、実態をよく知るケア
マネジャー等に意見を聞くなど、ニーズを的確
に把握するとともに、関係機関が連携すること
により、介護者も要介護者も、共に地域で安心
して暮らせる取組を推進していきたいと考えて
いる。

　児童相談所の体制強化に対する知事の姿
勢を伺いたい。
　知事　子どもは宝であり、増加する児童虐待
相談に適切に対応することができる体制づくり
は重要。児童福祉司の増員や弁護士の配置な
どを進めている。相談内容の複雑化・深刻化が
懸念される中、これまで以上にきめ細やかな支
援が求められることから、引き続き必要な体制
強化に取り組んでいく。

　肉用牛の生産基盤を支える種雄牛の現況と
今後の改良について伺いたい。
　農政水産部長　種雄牛は59頭に回復してお
り、中には脂肪交雑で本県歴代１位の成績を
もつ満天白清や勝美利、神照栄が育成される
など肉質向上に寄与している。種雄牛は県民の
財産であることから消費者の新たな視点も加え
ながら宮崎牛のブランド力強化につながる種
雄牛づくりに努めていく。

　特定不妊治療に対する助成制度が拡充され
たが、その後の助成状況について伺いたい。
　福祉保健部長　令和３年１月の治療終了
分から、助成額の増額や所得制限の撤廃、助
成回数が１子ごとに算定されるなど内容が拡
充され、令和３年１月～３月における助成件数
は138件、助成金額は合計約3,320万円となり、
昨年同時期と比べて、件数で30.2％、金額で
63.6％の増加となった。
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答

答

答

答

答
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答
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問

※1

※2

※１、※２･･･４面の「用語解説」を御参照ください。
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議  員

議  員

議  員

日本共産党宮崎県議会議員団
宮崎市選出

郷中の会
宮崎市選出

公明党宮崎県議団
延岡市選出

新田原基地への戦闘機「Ｆ３５Ｂ」配備について

第１回みやざき総合美術展について

避難行動要支援者ごとの個別避難計画作成について

　新田原基地を有力候補地にあげた国による
新たな戦闘機配備計画は、護衛艦「いずも」等
との一体の「空母化」も想定されており、違憲の
敵基地攻撃につながる大問題である。基地の
軍事力強化で爆音激化や危険性は増え、外国
からの標的不安など住民犠牲は免れない。国
に中止を求めるべきではないか。
　知事　配備は国の専管事項だが、県民の安全
確保等の具体策の検討と丁寧な説明を求めていく。

　第１回みやざき総合美術展に対する所感と、
今後の展開について伺いたい。
　教育長　宮日総合美術展と県美術展が統
合され、昨年度よりスタートした。自由表現部門
を新設し、様々な分野の作品が集まったことや、
幅広い世代から応募があったことは大きな成果
と考える。今後も関連イベントの実施や学校へ
の周知を行い、子どもから大人まで、県民に親
しまれる展覧会を目指していく。

　改正災害対策基本法において、個別避難計
画の作成が市町村の努力義務とされたが、県
は、今後、どのように支援していくのか。
　危機管理統括監　国の個別避難計画作成
モデル事業に、県と延岡市が実施団体として採
択されており、今後、延岡市と連携し、研修会等
を通じて得られたノウハウを他市町村へ展開し
ていくとともに、福祉部局等と連携しながら、市
町村の取組を支援していきたい。

答

答

答

問

問

問

常　任
委員会

常任委員会は、県の部局を５つに区分
して、付託された議案や請願などの審査
や、所管する行政施策についての調査等
を行います。ここでは、６月定例会での議
案の審査等の概要を紹介します。

総務政策常任委員会

　新型コロナの感染拡大を契機にバス事業者の経営状況が
更に悪化しており、抜本的な対策を講じなければ経営状況
が自然に改善していくとは考えにくい状況であることから、
今回の事業は持続可能な地域交通ネットワークを構築する
ための重要な施策と捉えているため、ポストコロナを見据え
ながら事業を進めるとともに、バス事業者はもちろん関係
市町村ともしっかりと連携して取り組むよう要望しました。

地域間幹線バス運行支援事業について

厚生常任委員会

　この事業は、希望者全員へのワクチン接種を11月末までに
完了させるために、県が実施する大規模接種に加え、市町村に
おける個別接種や、中小企業等の団体や大学等が行う職域接種
への支援を行うものです。ワクチンの接種は、新型コロナウイル
ス感染症の感染防止対策の切り札であることから、一日でも早
く、一人でも多くの方にワクチンの接種を行うために、市町村
や関係団体と連携し、迅速な支援を実施するよう要望しました。

新型コロナウイルスワクチン接種緊急支援事業について

商工建設常任委員会

　新型コロナウイルスの大きな影響を受けている商店街の活性
化を図る「みやざき商店街活性化支援強化事業」や、大消費地か
ら遠い本県の事業者にとって外貨獲得の有効な手段であるイン
ターネット販売事業への参入を促すための支援等を行う「イン
ターネット販売成長促進事業」の事業等を通じて、長期化するコ
ロナ禍により疲弊した地域経済を支えるため、国の交付金や補
助金を有効活用し、経済対策にしっかり取り組むよう求めました。

新型コロナウイルス感染症に伴う経済対策について

環境農林水産常任委員会

　本事業は、林業における担い手不足や社会経済情勢の変化に
伴う木材需要への影響などの課題に対応するため、造林作業を
テーマに、新たな担い手の取り込みを見据えた実証事業を進める
ものです。労働災害発生率の高い林業において新たな担い手を確
保するには、安全対策を基本とした職場づくりが必要であるため、
専門家による就業者の育成や林業技術の向上に加え、労働災害ゼ
ロを目指した講習・研修会等の取組を継続するよう要望しました。

新型コロナウイルス等感染症対策特別委員会
① 本県の地域医療体制等に関すること。
② 感染症予防等への対応に関すること。
③ 学校における対応に関すること。
④ ワクチン接種等に関すること。
⑤ コロナ禍における経済・観光対策に関すること。

地域振興対策特別委員会
① 中山間地域振興に関すること。
② 地域活性化に関すること。
③ 公共交通に関すること。
④ 地域防災に関すること。

働き方改革・産業人材確保対策特別委員会
① 産業人材確保のための施策に関すること。
② 外国人材の受入・雇用・活用に関すること。
③ 働き方改革の実現に向けた施策・取組に関すること。
④ 雇用における男女共同参画に関すること。

ポストコロナを見据えた持続可能な森林づくり推進事業について

文教警察企業常任委員会

　この事業は、教育委員会や県立学校における教育の情
報化推進に係る人材の育成や指導者用の端末整備を進
めるものです。ＩＣＴ端末を活用した教育の情報化を進める
ことは感染症対策や災害対策においてメリットがありま
すが、一方で、健やかな人格形成のためには直接他者と接
して学ぶことも大切であることから、児童生徒の発達の
状況に即した教育の情報化を推進するよう要望しました。

教育の情報化緊急対策事業について

特　別
委員会

特別委員会は、県政の重要課題のうち特定
の事項に関し、専門的な調査・審査を行う
委員会です。ここでは、今年度設置された３
つの特別委員会の調査事項を紹介します。

※３･･･４面の「用語解説」を御参照ください。

※3
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令和３年９月定例会のお知らせ

９月定例会は、９月６日（月）から10月
11日（月）までの日程で開催される予
定です。

　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈っ
たり、有権者が政治家に寄附を求めることは、
公職選挙法により、禁止されています。
　例えば、
　●地域のスポーツ大会やお祭りへの寄附、飲食物の差し
　　入れなど、各種行事に金品を贈ること
　●中元、歳暮、花輪、生花、祝儀などを贈ること
は禁止されています。
　また、自筆による返信を除き、暑中見舞いなどのあいさつ
状を出すことも､禁止されています。
　さらに、宮崎県議会では、
○上記行為を選挙区外でも行わないこと
○選挙区内外を問わず、祝電・弔電を打たないこと
○贈らない、求めない、受け取らないの「三ない運動」を
順守すること
を申し合わせ、お金のかからない政治の実現を目指しています。
県民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

お金のかからない政治の実現にご理解を！県議会本会議・委員会を傍聴することができます。

傍聴の際は、マスク着用や手指の消毒、検温の実
施等、感染症対策へのご協力をお願いいたします。

　傍聴の受付は、本会議開催日の午前9時30分から県
庁2号館で行います。本会議場での傍聴は先着27名様

（車いす利用席４席含む）までとなり、それ以降の方は
別室モニターでの視聴となります。

　傍聴の受付は、委員会の当日午前９時30分から、議
会棟２階正面玄関の議会受付で行います。定員は各委
員会とも10名です。

本会議の傍聴
　総務課　℡：0985-26-7215

委員会の傍聴
　常任委員会：議　事　課　℡:0985-26-7216
　特別委員会：政策調査課　℡:0985-26-7217

　宮崎産業経営大学法学部の学生及び指導教授の
21名が６月定例会の一般質問を傍聴しました。傍聴
した学生からは「給食費の徴収の話など身近な話も
あり、今回を機に県議会に興味を持てた。」「県民の選
出した議員が議会で話し合って、県民も参加している
のだと実感した。」等の感想がありました。
　このほかにも県議会では、若者に県議会をもっと
身近に感じてもらうことを目的に、高校生を対象とし
た県議会議員の出前講座や大学との協力による共同
講義、インターンシップの受入等に取り組んでいます。

　宮崎大学産学・地域連携センターが主催する地域
デザイン講座「きらきら政治考」において、４月26日

（月）に丸山議員が、５月17日（月）に野﨑議員が講
師を務めました。
　この講座は、「宮崎のこれからを考えよう！」を
テーマに、県全体や各地域の課題や解決に向けた
動きについて理解を深めることを目的に平成29年
度から開講されているもので、県議会としては初め
ての参加となりました。
　受講された皆さんは熱心に議員の話に耳を傾け、
議員の仕事や県政について理解を深めた様子であ
り、県議会及び大学双方にとって有意義な機会とな
りました。
※５月17日（月）は、オンラインでの実施となりました。

◀　丸山議員は、第70代宮崎県
議会議長としての活動をはじ
め、医療費の増大や高齢化率
の上昇など本県を取り巻く情
勢の変化、ポストコロナに向け
宮崎の強みを活かす取組の必
要性やその課題などについて
講演しました。

▶　野﨑議員は、自身の体験を交えな
がら、政治家の心構えや資質などに
ついて講演しました。また、県政の
課題を踏まえ、日本の将来を担って
いく若者だからこそ、将来を見据え
責任をもって行動してほしいと学生
に呼びかけました。

学生が本会議を傍聴しました

宮崎大学の地域デザイン講座で講演を行いました　

一般質問用語解説

※３　避難行動要支援者

※２　オンデマンド交通

※１　スマート農業

　高齢者や障害者等の要配慮者のうち、災害時に自ら避難す
ることが困難で、円滑かつ迅速な避難に特に支援が必要な方
のこと。避難行動要支援者ごとに、避難支援を行う者や避難先
等の情報を記載したものを個別避難計画という。

　利用者の事前予約に応じて弾力的に運行する、乗合型の公
共交通サービスのこと。

　ロボット技術や情報通信技術（ICT）等の先端技術を活用す
る農業のこと。

寄
附

祝


